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ns と自由エネ′レギーF-B(〟3- 〟言- 0)は n(0)のべキ級数の形∫
n s- a (o)+ 2 J 2( n s(0)) 2+ ･･･∫









トンが "ぶつかる〝まで,それぞれの重心は一定速度で運動するものと考える｡ すると図 1か




R(1･2)- 0日 q了 q2L- A(pl,P2))
を得る (βは階段関数 )0 』という量は2-ソリトン解から次のように求まる｡
A(pl･P2)-2ln(2/lp1-P2日




















えない｡ pの高次項は "第2ビリアル係数〝(10)に対するTの高次 (1次以上 )の補正項を
与える｡ このTの高次項には.そのほかに.熱的ゆらぎの効果のうち式 (3)で取 り込みきれな
いものからの寄与も考えられる｡これらの問題の解決にはまだ時間がかかりそうである｡
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